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１．今年度業務の目的と基本的な考え方 
１-１．今年度業務の目的 
（１）これまでの取組み背景 

「普天間飛行場の跡地利用の促進及び円滑化等に係る取組分野ごとの課題と対応の方針に
ついてのとりまとめ」を受けて、「普天間飛行場関係地権者等意向把握全体計画（平成13年
度）」が策定された。その後、「跡地利用計画」、「地権者等意向醸成」に関する取組みが進め
られている。 
 

①跡地利用計画 

跡地利用計画については、「跡地利用基本方針、行動計画の策定」、「キックオフ・レ
ポート（土地利用・環境づくり提案）の作成」、「全体計画の中間取りまとめ（素案）作
成」、「全体計画の中間取りまとめの策定」という流れで段階的に具体化が進められてい
る。 
平成28年度においては、「全体計画の中間とりまとめ」をもとに一部見直しされた「行
程計画」を踏まえ、今後の跡地利用計画に向けた取組みの推進に向けた取組みが行われ
ている。また、「普天間公園（仮称）懇談会」では、平成29年 3月に「普天間公園（仮
称）への提言書」を取りまとめ、この提言を受けて沖縄県と宜野湾市では、普天間飛行
場跡地利用計画（素案）策定に向けた検討を進めている。 
今後は、「跡地利用計画（素案）」が策定された後、計画内容の具体化に向けた検討を
進め、「跡地利用計画」の策定に向けて取り組んでいく。 

②地権者等意向醸成 

合意形成に向けた場づくり・ づくり・組織づくり等の活動を 期的展望のもとに展
開し、「普天間飛行場の跡地を考える若手の会（以下、若手の会）」、「ねたてのまちベー
スミーティング（以下、NBミーティング）」の組織化等が図られている。 
両組織の成熟具合等を勘案しながら、今後は将来的な組織の自立化を促すような取組
みに向けて進めていく。 
また、各種団体や大学生を始めとする若い世代等と地域全体の連携のもと、協働の取
組みが展開されている。 

 

（２）本業務の目的 

今後策定が予定されている「跡地利用計画（素案）」に向け、地権者等意向醸成（本業務）
においても計画の具体化に対応した合意形成を展開する必要がある事から、今年度において
も昨年度に引き続き「全体計画の中間とりまとめ」の内容の更なる周知を図る。 
また、「跡地利用計画（素案）」策定後の事業化に向けた対応を見据え、昨年度に引き続き
地権者の意向集約に向けた体制づくり、市 に関しては跡地利 への関心向上に向けた体制
づくりを進めていく。 
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１-２．今年度業務の基本的な考え方 

前頁の目的を踏まえ、今年度業務の基本的な考え方と取組み方針は、以下の通りとした。 
 

【今年度業務の基本的な考え方と取組み方針】 

基本的な考え方 取組み方針 
１）地権者に対して  

・意見交換会等の場での説明。 
・跡地利用に関する継続的な情報発信を行い、内容の周知と跡
地利用に対する機運を高める。 

 中間取りまとめの内容の
更なる周知 

返還後の事業化を見据え
た、地権者の意向集約に
向けた体制づくり 

・若手の会の定例活動の充実及び自主活動による会の活性化。 
・地主会と若手の会との連携強化。 
・若手の会及びＮＢミーティング合同での勉強会や先進地視察
会等の継続実施による組織間の連携強化と議論の深化。 

２）市 等に対して ・効率的な市 の意 集約が出来る、対外的な取組みの実施。 
・市 の関 事項の把握と、それを踏まえたＮＢミーティング
の検討、市 への情報発信。 
・対外的な取組みにおけるＮＢミーティングの主体性の向上と
市 への関 の啓発。 

 市 の関 の向上に向け
た取組みの実施 

３）今年度の取組みの評価及
び検証 

・合意形成活動の方向性等について継続した議論を実施。 
・若手の会、NB ミーティング両組織の活動を進めていく中で
の課題等について検討し情報共有を図ると共に、各々の組織
にフィードバックさせる事により、着実な合意形成活動に繋
げていく。 

継続した懇話会※の実施 

※「普天間飛行場跡地まちづくり合意形成懇話会」 
 
「全体計画の中間とりまとめ」の更なる周知を図り、地権者及び市 の跡地利 に対する機
運を高めていくとともに、地権者に対しては、若手の会を核とした組織強化と跡地利用計画に
関する検討の深度化を図り、今後の事業化を見据えて地権者意向集約に向けた体制づくりに取
組む。 
市 に対しては、跡地利 に対する関 向上に向けて、継続的な情報発信を う事とあわせ、
市 側の跡地利 を検討する組織であるＮＢミーティングの主体性の向上を図る。 
また、今年度業務の評価・検証の場として、「普天間飛行場跡地まちづくり合意形成懇話会（以
下、懇話会）」を継続して実施する。 
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2．今年度の成果と課題 
２-１．「若手の会、地権者への取組み」の成果と課題 

取組み方針①：跡地利用計画（素案）に対する若手の会としての提言事項を検討、取

りまとめを行う。 

取組み方針②：若手の会の自主活動による会の活性化を図る。 

取組み方針③：地主会と若手の会との連携強化。 

 

（１）若手の会の定例会活動支援 

【取組みのポイント】 

跡地利用計画（素案）に対する提言事項を検討する際、事前に充分な知識や事例を習得し
た上で、まちの使い手としての意見を提言する。 
また、将来的な会の自立化に向けて自主活動の活性化を図っていくため、自主活動の中で

会のあり方や組織体制に関する検討を行った。 
 

【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●大規模公園について検討の深度化を図り、若手の会としての提言事項を取りまとめ
る事ができた。 
・跡地利用計画の各分野の中から、今年度は大規模公園に関する過去の検討経緯及び
現時点における検討状況を知識として習得し、先進地視察会で先進事例を実際に体
感した上で検討を行った事により、地権者として及びまちの使い手としての考えを
具体的に盛り込んだ提言とする事ができた。 

●自主的に会のあり方や組織体制に関する意見交換を行う事ができた。 
・今後の会のあり方や組織体制、会員獲得方法等について自主的に意見交換を行う事
ができた。 
 

【今後の課題】 

●公園以外の分野についても、引き続き若手の会としての提言事項を取りまとめ、提
言する必要がある。 
・本調査においては、大規模公園に関する検討を１年かけて取りまとめたが、今後の
跡地利用計画（素案）に対して地権者側の組織である若手の会としての提言事項を
取りまとめ、継続して発信していく事が必要である。 
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●組織体制、組織拡大のための取組み方策について継続して検討する必要がある。 
・自主会の場で、会のあり方や組織体制、会員獲得方法等についての意見交換は行っ
たが、まだ方向性が確定していない事から、将来的な会の自立化に向けて今後も引
き続き継続して検討する必要がある。 

●地主会との連携をより強化していく必要がある。 
・若手の会の自主活動の一環で、平成26年度より地主会三役との意見交換会を行っ
ていたが、今年度も地主会との日程が合わないため実施できなかった。また、自主
活動で若手の会が各字を訪れて意見交換を行う予定としていたが、受入先との日程
が合わない事等から実現できなかった。今後も自主活動の中で進めていくよう促し
ていくと共に、地主会との連携をより強化し、跡地利用計画に対する共通認識を持
った上で意向醸成活動を進めていく事が必要である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真：定例会のようす① 写真：定例会のようす② 
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図：若手の会の考える大規模公園のあり方
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（２）－１ 字別意見交換会の開催 

【取組みのポイント】 

今年度は、若手の会で検討した大規模公園に関する提言事項、跡地利用計画策定に向けた
取組みの一環としてプロモーションビデオの視聴を行い、跡地利用計画に対する興味及び若
手の会の活動に対する地権者の期待を促した。 
また、小テーブル形式での意見交換とし、これまでの説明会形式よりも意見を言いやすい

雰囲気づくりで実施した。 
 

【概要】 

○開催日：平成30年 2月 10日（土）、11日（日）、17日（土） 
○内 容：（１）普天間飛行場の跡地を考える若手の会からの報告 

１）若手の会の活動紹介と、「公園検討の深度化」に関する報告 
２）質疑応答、意見交換 

（２）普天間飛行場跡地利用計画策定に向けた取組みについて 
１）プロモーションビデオの視聴（平成28年度） 
２）質疑応答、意見交換 
 
表：「字別意見交換会」の開催日時、会場、参加者数 

開催日時 会 場 参加者数 
平成30年２月 10日（土） 
18：00 19：30 宜野湾市社会福祉センター 

15名 
（6名） 

平成 30年２月 11日（日） 
14：00 15：30 宜野湾市社会福祉センター 

8 名 
（2名） 

平成 30年２月 17日（土） 
18：00 19：30 宜野湾マリン支援センター 

16名 
（6名） 

合計 39名 
（14名） 

※（参加者数について）上段：参加者総数 
下段：参加者総数の内、若手の会からの参加者 
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【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●地権者に対し跡地利用計画に関する内容等の情報を発信すると共に、活発な意見交
換を行う事ができた。 
・参加した地権者に対し、若手の会で検討した大規模公園に関する提言事項を発信す
ると共に、跡地利用計画策定に向けた取組み状況の情報発信ができた。合わせて、
小テーブル形式での意見交換の場を設けた事により、これまでよりも活発な意見交
換となった。 
 

【今後の課題】 

●参加者を増やすための工夫、参加しやすい雰囲気づくりを継続して検討する必要が
ある。 
・今年度は、過去に実施してきた字別意見交換会の中で最も参加人数が少ない結果と
なった。参加者をより多く集めるために大規模な会場で開催したが、その事がかえ
って参加者を減少させる要因となったものと推察される。そのため、次年度以降は、
公 館等 規模な会場での開催を復活させる等、選定会場を改めて検討する必要が
ある。 
・参加者を増やすため、開催前の周知方法について、ふるさと以外での周知方法を検
討する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

写真：字別意見交換会のようす① 写真：字別意見交換会のようす②
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（２）－２ 地主会役員等との意見交換会の開催 

【取組みのポイント】 

地主会役員としての意向を踏まえた上での字別意見交換会とするため、字別意見交換会に
おける若手の会からの報告に先立って、地主会役員等を対象とした意見交換会を実施した。 
 

【概要】 

○開催日：平成30年 2月 7日（水）19：00 20：00 
○内 容：（１）普天間飛行場の跡地を考える若手の会からの報告 

１）若手の会の活動紹介と、「公園検討の深度化」に関する報告 
２）質疑応答、意見交換 

（２）普天間飛行場跡地利用計画策定に向けた取組みについて 
１）プロモーションビデオの視聴（平成28年度） 
２）質疑応答、意見交換 

○参加者：22名（地主会役員等9名、若手の会9名、地主会事務局4名） 
 

【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●若手の会の提言事項に関する情報共有が図られた。 
・地主会役員等に対し、若手の会で検討した大規模公園に関する提言事項を発信する
と共に、跡地利用計画策定に向けた取組み状況の情報発信ができた。 
・地主会役員等からの意見を踏まえ、字別意見交換会における説明資料を修正した事
により、地主会役員としての意向も踏まえた内容として字別意見交換会に臨む事が
できた。 
 

【今後の課題】 

●地主会との連携をより強化していく必要がある。 
・今回は字別意見交換会前に開催したが、今後は定期的な意見交換の開催や、地主会
役員等との共同による説明会や意向醸成に係る取組みを行うなど、地主会役員等と
の連携をより強化していく事が求められる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

写真：意見交換会のようす① 写真：意見交換会のようす② 
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（３）地権者支援情報誌「ふるさと」の作成・発行 

【取組みのポイント】 

地主会未加入者も含めた地権者に対し、跡地利用に関する行政側の情報や若手の会の活動
等に関する情報の提供を目的として、地権者支援情報誌「ふるさと」の発行を行った。 
 

【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●現時点における合意形成活動の取組み情報を発信できた。 
・地主会未加入者に対しても「ふるさと」を発行し、より多くの地権者に対して情報
を発信できた。 
 

【今後の課題】 

・今後の計画づくりの進捗等も考慮しながら、時期を捉えた的確な情報発信を継続し
て行っていく必要がある。 
・高齢の地権者も含めて、地権者全体に幅広く興味・関心を持ってもらえる情報発信
媒体として、見易さ及び分かりやすさの工夫等、継続して検討していく必要がある。 
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図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.46(中面) 

図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.46(表面) 
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図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.47(中面) 

図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.47(表面) 
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２-２．「NBミーティング、市 などへ向けた情報発信の取組み」の 
成果と課題 
 

取組み方針①：効率的に意見集約が出来るよう、対外的な活動の場を広げる。 

取組み方針②：組織の基礎固めと活動の方向性の共有化を図る。 

取組み方針③：市 の関 事を把握し、取組みや検討等によって学んだ事を市 へ情報
発信する。 

取組み方針④：市 の 場から知りたい事が何かを考え、探究し、理解した内容を市 
に伝えていく。 

取組み方針⑤：対外的な取組みにおける NB ミーティングの主体性の向上と市 への関
心の啓発を図る。 

 

（１）NB ミーティングの活動支援 

【取組みのポイント】 

NBミーティングの定例会参加者数は年々減少傾向にあり、活発な議論や意見交換が難し
い状況となっている。そこで、今年度は現状の定例会参加人数でも効果的な会議の進め方の
工夫や、次年度以降のNBミーティングとしての目標を見据えた取組み内容の検討や充実を
図った。 
 

【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●効率的な意見集約ができた。 
・現状の定例会参加者数では活発な議論や意見交換が難しいため、会員の地縁を活か
して、「くがに会」と「我如古区地域支え合い委員会」の2団体を訪問し、「普天間
飛行場跡地利用計画に係る取組み状況の説明」と「普天間飛行場跡地利用に関する
プロモーションビデオ（PV）視聴会」を行い、跡地利用に関する質問や提案に関す
る意見を集めた。そこで集めた多くの意見を整理し、定例会参加者以外の市 の意
見も取りまとめる事ができた。 

●組織の基礎固めと活動の方向性の共有化を図る事ができた。 
・次年度まちづくり案を策定する事がNBミーティングで決定した際、提案・提言の
とりまとめ方や情報発信の検討を行い共有化を図る事ができた。合わせて定例会参
加者からそれぞれの興味の視点から具体的な取組み提案もなされ、次年度当初のス
ムーズな活動のスタートが可能となった。 

・定例会で会員種別の追加の承認を受け、各会員へ個別に会員種別の意向確認を行い、
実態整理ができた。 
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●市 の関 事を把握し、取組みや検討等によって学んだ事を市 へ情報発信するこ
とができた。 

・軍用地跡地利用の先進事例として那覇新都心地域の周辺住 との意 交換を通して、
跡地開発による周辺住 への影響を学習した。その結果をNBミーティング自ら「ま
ちづくりゆんたくセッション」及び「まち未来だより」を通して情報発信する事が
できた。 
 

【今後の課題】 

●多くの他団体との連携を深め、意見収集を行うルーティン化を図るしくみづくりと、
定例会参加者を増やし、議論の活性化を図っていく取組みが必要である。 
・意見を集めた2団体へは、その意見がどのようにNBミーティングの活動に活かさ
れたのか、報告を行い、次年度の取組みテーマについての意見も聞き取り連携を深
め、活動のルーティン化を築く必要がある。 
・本年度は2団体から意見を集めたが、今後も継続的に多くの団体と関わり意見を聴
取する必要がある。 
・定例会参加者を増やし、議論の活性化を図っていく取組みが必要である。 

●継続して組織の基礎固めを進めていく必要がある。 
・今年度は議論の共有化が図られ分野ごとに分かれて議論する必要は無かったが、参
加者によっては興味の思い入れが強く合意が難しい事もあるため、会議の進め方や
イベントの実施体制など今後も継続して組織の基礎固めについて議論を行い、充分
に機能できるようにしていく必要がある。また、会員種別の追加について、定例会
で承認は受けたが、会則の変更が保留となっているため、役員の任期の見直しや事
務局の所管課名称変更についても議論が必要となる。 
・「過去と未来の語り場」の継続の検討や「地域団体向け出前PR」実施について保留
となっているため、年間の活動テーマに沿った活動なのか精査し今後の実施を検討
していく必要がある。 
 
 
 

 
 
 
 
「 
 
 
 
 

  写真：定例会のようす 写真：市民団体との意見交換のようす 
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（２）若い世代間での意見交換会や討論会等のイベントの開催 

【取組みのポイント】 

跡地利用に対する市 の関 向上を図るきっかけづくりとして、「将来望まれるまちづく
り像」をテーマとした「まちづくりゆんたくセッション」を開催し、市 の跡地利 に対す
る関心の向上る事と併せ、NBミーティングの活動周知が図られた。 
 

【概要】 

市 の意 交換やGoogleMapにより、周辺市街地の過去と現状を把握した。次に、ＮＢ
ミーティング活動の中で把握した市 の関 事項や基地跡地開発の周辺市街地の事例から、
基地跡地のまちづくり（全体計画の中間取りまとめ配置方針図を参考とする）が周辺市街地
にどのような影響を与えるのか、その影響からどう地域やコミュニティが変化するのかにつ
いて、意見交換及びレゴブロックでシミュレーションを行った。そして、NBミーティング
の活動で得られた市 の関 事や事例を勘案し、まちづくりのテーマ案「緑・公園」「住宅
地」「振興拠点」3点に絞り、将来の望まれるまちづくり像について意見交換を行った。 
 
〇開催日時：平成30年 3月 4日（日） 13：00 17：00 
〇開催場所：宜野湾市社会福祉センター 
〇内 容：①普天間飛行場跡地利用計画に係る取組み状況の説明 

②Google Map を用いたフィールドワーク① 
③今年度のNBMの取組み報告 
③Google Map を用いたフィールドワーク② 
④レゴブロックを使用したまちづくりのシミュレーション 
⑤まちづくり意見交換 

〇参 加 者：22名  
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【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●市 の跡地利 計画に対する啓発に繋がり、NBミーティングの活動にも直結する
まとめが得られた。 

・「まちづくりゆんたくセッション」を開催し、その中で本年度のNBミーティング自
らで活動報告を通して、市 へ跡地利 の関 を促した。 
・年度目標に合わせたイベント内容の設定が出来たため結果がNBミーティングの成
果にそのまま繋げられた。 

・今回のワークショップは複雑ではあるが、Google Mapによる説明やレゴブロック、
配置方針図シート（トレーシングペーパー）などを活用し、作業に参加しやすい雰
囲気を作る事ができた。そのため、今回初めて跡地利用計画について知ったという
参加者からも積極的な発言が見られた。 

【今後の課題】 

●参加者のターゲットを絞った企画内容の検討と、効率的な実施体制の検討が必要で
ある。 
・会員の参加が少なかったため、次年度は早期に日程を固め会員のスケジュールを確
保し、実施する際の役割分担を決める等、実施体制の構築を行う必要がある。 
・一般参加者や学生についても年々減少傾向にあるため、参加者のターゲットを「親
子」に絞り、大人も子供も楽しめる企画について検討を行う必要がある。 
・NB ミーティングから跡地利 を考えるための説明を った事で市 の共感も得ら
れたため、今後更に市 の関 事を探し、伝えていく必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

写真：活動報告のようす 写真：作業のようす 
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（３）まち未来だよりの作成・発行 

【取組みのポイント】 

市 を対象とした情報誌「まち未来だより」による情報提供を い、情報発信媒体として
の確立を図る。また、跡地利用に向けた現在の進捗状況等に関する情報提供を行うとともに、
NBミーティングの認知度向上に向けた活動の周知等を行った。 
 

【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●跡地利用に向けた取組みに関する情報提供ができた。 
・全体計画の中間とりまとめや、市 のまちづくり機運醸成を 的に実施した「児童・
生徒絵画コンクール」や「先進地視察先」「まちづくりゆんたくセッション」の内容
などを掲載し、跡地利用に向けた取組みに関する情報提供ができた。 

 

【今後の課題】 

・市 に対して跡地利 に関する情報を提供し市 の関 を めるため、今後も継続
して発行する必要がある。 
・分かりやすさを重視した見せ方の工夫等について今後も検討が必要である。 
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図：「まち未来だより」Vol.7（表面） 

図：「まち未来だより」Vol.7（中面） 
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（4）ホームページの更新 

【取組みのポイント】 

市外・県外に対して広く普天間飛行場跡地利用に関する取組み状況等を周知するため、跡
地利用に係る行政側からの情報や若手の会、NB ミーティングの活動状況等の情報をまち未
来課のホームページに掲載、更新を行った。 
 

【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●幅広い情報提供に繋がった。 
・ホームページ上での情報提供によって、市内の地権者や市 はもちろんの事、市外・
県外の地権者や関 を持った住 等に対し、普天間  場跡地利 に関する取組み
状況等を発信する事ができた。 

【今後の課題】 

・市外、県外の地権者を始めとする幅広い対象者へ、継続的に情報提供を行っていく
ため、ホームページを媒体とした情報発信を継続する必要がある。 
・高齢の地権者も含めた誰もがホームページ上で必要とする情報を閲覧出来るよう、
分かりやすさを重視した見せ方の工夫等について今後検討が必要である。 
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２-３．「合意形成に関する各種活動に対する評価・検証の場づくり」の
成果と課題 

取組み方針①：合意形成活動の方向性等について継続した議論を実施する。 

取組み方針②：若手の会、NB ミーティング両組織が活動を進めていく中での課題等

について検討し情報共有を図ると共に、各々の組織にフィードバッ

クさせる事により、着実な合意形成活動に繋げていく。 

（１）懇話会の開催 

【取組みのポイント】 

跡地利 に向けた合意形成活動は、 期的な視点で継続して議論を深めていく必要がある
ため、「普天間飛行場跡地まちづくり合意形成懇話会」にて本業務の進捗状況の報告や活動
成果の検証等を行った。 
今年度は、若手の会、NBミーティング両組織の活動を進めていく中で現在生じている課

題等に対する検討を行い、各々の組織にフィードバックさせて議論の深化を図った。また、
字別意見交換会の開催にあたり、進め方等について検討を行った。 
 

【概要】 

回数 開催日時 議題 

第1回 
平成 29年 8月 31日（木） 
17：30 19：50 

①若手の会・NB ミーティングの抱える課題につ
いて 

第 2回 
平成 29年 12月 6日(水) 
17：30 19：30 

①字別意見交換会について 

第３回 
平成 30年 2月 23日(金) 
17：30 19：40 

①各組織の平成 29 年度活動報告と今後の取組み
に向けて 

 

【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●若手の会、NBミーティング両組織の抱える課題解決に向け、一定の方向性を示す
事ができた。 
・両組織の抱える課題について、懇話会メンバー間での情報の共有と課題解決に向け
た検討を行う事ができた。また、その結果を各組織に持ち帰って再度両組織の中で
検討し、課題解決に向けた一定の方向性を見出す事ができた。 
 

【今後の課題】 
●合意形成活動に係る継続した議論を実施していく必要がある。 
・跡地利用計画（素案）策定後は、地権者全体、市 全体の合意形成に関する活動の
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評価・検証を実施する場面が出てくる事が考えられる。そのため、今後も継続して
懇話会を開催し、合意形成を進めていく上での方向性等についての議論を進めてい
く必要がある。 
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２-４．「将来を担う児童・生徒への取組み」の成果と課題 
 

【取組みのポイント】 

普天間飛行場返還後のまちづくりに向けて、将来を担う小中学校の児童・生徒が夢のある
宜野湾の未来を考えるきっかけづくりを 的として、「普天間  場跡地 ゆめのあるぎの
わんのみらい 児童・ 徒絵画コンクール」を開催した。 

 

【概要】 

〇募集作品テーマ 
「こんなふうになったらいいな♪わたしのえがくぎのわんのみらい」 
〇募集期間 
平成２９年９月１日（金）から平成２９年９月２２日（金） 
〇対象者 
宜野湾市内（琉球大学附属、アメラジアンスクール、沖縄カトリック学園を含む）の小中
学校の児童生徒を対象 
〇提出作品 
合計558作品（小学校：554作品  中学校：  4 作品） 
〇審査委員会 
開催日：平成29年 11月 8日（水） 
〇作品展示 
展示期間：平成30年 1月 15  （ ） 1 月 25日（木） 
展示場所：宜野湾市役所1階市 ギャラリー 

 
【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

・普天間飛行場返還後のまちづくりに向けて、将来を担う小中学校の児童・生徒が夢
のある宜野湾の未来を考えるきっかけづくりができた。 
 

【今後の課題】 

・今後も子供が興味を持ちやすい取組みを継続的に実施し、まちづくりの醸成を図り、
将来まちづくりの主人公となる人材の育成を行っていく必要がある。 
  

図：入選作品（大賞） 図：入選作品（金賞） 
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２-５．「先進地視察」の成果と課題 

取組み方針①：若手の会及び NB ミーティング合同での勉強会や先進地視察会等の継

続実施による組織間の連携強化と議論の深化。 

 

（１）先進地視察会 

【取組みのポイント】 

普天間飛行場の跡地利用に向けて、若手の会とNBミーティングにおけるまちづくりの先
進情報の収集・蓄積及び議論の深化を図る事や両組織の交流により、地域連携の仕組みづく
りに資する事を目的として先進地視察会を実施した。 
今年度は、県市共同調査や普天間公園（仮称）懇談会で大規模公園の検討が進められてい

ることを踏まえ、地権者の立場から何故公園が必要なのか、大規模公園が整備されるメリッ
トを改めて考えるにあたってのヒントを習得する事、また、組織の活性化を目指していくた
めのまちづくり活動のヒントを習得する事を目的として、「多様な拠点（テーマ）のある国
営公園」「活発なまちづくり活動団体」をテーマとして実施した。 
 

【概要】 

〇開催日時：平成29年 10月 26  （ ） 10月 29日（日） 
（※台風襲来のため１日延泊。） 

〇視察場所及び視察テーマ： 
①愛知県、岐阜県、三重県 
テーマ「多様な拠点（テーマ）のある国営公園」 
②ＮＰＯ法人なごや東山の森づくりの会（愛知県） 
 ＮＰＯ法人彦根景観フォーラム（滋賀県） 
テーマ「活発なまちづくり活動団体」 

〇参加者：6名（若手の会4名、NBミーティング2名） 
 
 

【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●大規模公園における様々な拠点や運営の有り方などを学ぶ事ができた。 
・大規模公園を検討する上での視点や留意すべき事項、また、市 ボランティア等の
協力体制の重要性等について学ぶ事ができた。 

●組織の取組み方についてヒントを得る事ができた。 
・組織の活性化にむけて、法人化、組織間での連携方法、参加者集めの工夫などにつ
いてヒントを得る事ができた。 
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【今後の課題】 

●大規模公園の検討や組織活性化への取組み方について、より深い検討が今後必要で
ある。 

・今回視察で学んだ大規模公園の視点を、跡地利用計画にどう反映する事ができるか、
現在の跡地利用計画策定段階における大規模公園の拠点や考え方を学んだ上で、若
手の会及びNBミーティングの中で検討を深めていく事が今後必要である。 
・組織の活性化への取組みについては、今回学んだことを若手の会及びNBミーティ
ングの中でどう活かしていくか、そのための具体的な進め方や役割分担等について、
より深く検討を進めていく事が今後必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真：NPO 法人なごや東山の森づくりの会 

視察のようす（1 日目) 

写真：NPO 法人なごや東山の森づくりの会 

視察のようす（1 日目) 

図：「NPO 法人なごや東山の森づくりの会」提供資料一部抜粋 
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（フラワーパーク江南マップ） 

図：「木曽三川公園センター」提供資料一部抜粋 

（木曽三川公園センターマップ） 
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（138 タワーパークマップ） 

図：「木曽三川公園センター」提供資料一部抜粋 

（河川環境楽園（木曽川水園）マップ） 
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写真：木曽三川公園センター 

視察のようす（2 日目） 

写真：河川環境楽園（木曽川水園） 

視察のようす（2 日目） 

写真：NPO 法人彦根景観フォーラム 

視察のようす（3 日目） 

写真：NPO 法人彦根景観フォーラム 

視察のようす（3 日目） 

図：「NPO 法人彦根景観フォーラム」提供資料一部抜粋 
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（２）若手の会・NB ミーティング合同勉強会 

【取組みのポイント】 

若手の会とNBミーティングは、地権者・市 の検討組織としてそれぞれ跡地利 等に関
する検討を行っている。そのため、さらなる組織間の連携強化や、立場が異なる中での意見
をそれぞれの検討に活かす事を目的として、若手の会・NB ミーティングの合同勉強会を先
進地視察会の中で開催した。 

【概要】 

〇開催日時：平成29年 10月 26日（木）17：00 18：30 
〇開催場所：ＴＫＰガーデンシティプレミアム名古屋駅新幹線口バンケットルーム５－Ｃ 
〇内 容：国営木曽三線公園について 
〇講  師：国土交通省中部地方整備局建政部 公園調整官  笠間 三生 氏 
〇参 加 者：6名（若手の会4名、NBミーティング2名） 

 

【取組み成果と今後の課題】 

【取組み成果】 

●大規模公園のあり方に関する知識を習得できた。 
・公園について住宅計画で例えると「応接間としての公園（外国や国内からの観光客
をもてなす公園）」と「リビングとしての公園（地域の人達や誰もが訪れて楽しめる
公園）」の大きく2種類に分かれるため目的にあった公園を設置する必要があること
や、公園づくりと市 との関わり 等について講義を受け、知識の習得を図る事が
できた。 
 

【今後の課題】 

・合同勉強会で習得した知識をもとに、現在の跡地利用計画策定に向けた取組みを踏
まえた上で、大規模公園のあり方や活用方法について、地権者・市 として考えて
いく必要がある。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

写真：合同勉強会のようす① 写真：合同勉強会のようす② 
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２-６．今年度の成果と今後の課題 

平成28年度調査で挙げられていた課題と方向性について、本調査における成果と今後の課題を以下に再整理する。 
項目（平成28年度調査） 平成28年度調査で挙げられていた課題・方向性 平成29年度の取組み方針 本調査における成果 今後の課題 

地
権
者
に
係
る
事
項
 

若
手
の
会
 

会の活動 ・組織・体制の見直し、強化の検討 ・組織体制及び会のあり方につ
いて検討を進め、各種自主活
動による会の活性化を図る 

・自主会を設け、その中で組織及び体
制に関する検討を行った 

・組織体制、組織拡大のための取組み方策について
継続して検討する必要がある 

・地主会との連携強化 ・会の自主活動の一環として、
各字を訪れて意見交換を行
う 

－ 
・受入先の日程が合わない事等から、今年度は実現
できなかったため、今後も自主活動の中で継続し
て実施に向けた取組みを進める 

・跡地利用の理想像検討 ・まちの魅力づくりの取組みに
関する検討の深度化の中で、
理想像についても考えをま
とめていく 

・今年度の若手の会の提言事項である
公園分野に限定して、理想像につい
ての考えを盛り込んだ 

・公園以外の分野に関しても、継続して意見交換し
ながら理想像の検討を進めていく必要がある 

・防災、まちの魅力づくりの取組みに関する検討の
深度化、跡地利用計画への活かし方に関する検討 

・跡地利用計画（素案）に対す
る若手の会としての提言事
項を検討、取りまとめを行う 

・普天間飛行場の跡地利用におけるま
ちの魅力づくりの要素の１つであ
る大規模公園について、検討の深度
化を図り、取りまとめた 

・公園以外の分野に関しても、検討の深度化を図り、
跡地利用計画（素案）に対する若手の会としての
考え・提言を取りまとめ、発信する必要がある 

地主会役員との意見交換会 ・継続した意見交換会の実施 ・地主会役員と若手の会との意
見交換の場を設ける 

・若手の会としての提言事項を地主会
役員に対して説明し、意見交換を行
う事により、若手の会の提言事項に
関する情報共有が図られた 

・定期的な地主会との意見交換や共同での取組みを
行う等、連携をより強化していく必要がある 

一
般
 

地
権
者
 

字別意見交換会 ・多くの地権者が参加しやすい工夫 ・参加しやすい雰囲気づくりを
重視する 
・比較的大規模な会場で開催す
る 

・小テーブル形式で実施した事によ
り、活発な意見交換がなされた 

・今回は大規模な会場で開催した事により、かえっ
て参加人数が減少したため、会場選定、開催日等
含め、より多くの地権者が参加しやすい雰囲気づ
くりを継続して検討する必要がある 

市
民
に
係
る
事
項
 

N
B
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 

会の活動 ・新規会員の獲得に繋げるため、会員と地域との繋
がりを活かした取組みを行い、議論の活性化に繋
げていく 

・効率的に意見集約が出来るよ
う、対外的な活動の場を広げ
る 

・会員の地縁を活かして、2団体へ跡
地利用計画の周知を行い、参加者か
ら意見を集め、その意見を定例会の
議論の場に示すことで、少人数での
会議でも多くの市 の意 をとり
まとめることができた 

・定例会参加者を増やし、議論の活性化を図ってい
く取組みの必要がある 
・本年度は 2 団体から意見を集めたが、今後も継続
的に多くの団体と関わり意見を聴取する必要があ
る 
・意見を集めた 2 団体へは、その意見がどのように
NBミーティングの活動に活かされたのか、報告を
行い、次年度の取組みテーマについての意見も聞
き取り連携を深め、活動のルーティン化を築く必
要がある 

・現在、会員間で興味を持つ分野に相違がみられる
ため、各分野に別れて議論を行うための仕組みづ
くりなど、今後も継続して組織の基礎固めについ
て議論を行い、充分に機能できるようにしていく 
・集約した意見の具体的な提案・提言のとりまとめ
方や発信先などの検討を行い、最終的な目標を設
定し、会員一人一人が充実感を得られる仕組みづ
くりの構築を進めていく 
・会員に関しては、例えば正会員とメール会員など
将来的にメンバーの種別区分を設ける事も視野
に入れておく必要がある 

・組織の基礎固めと活動の方向
性の共有化を図る 

・次年度まちづくり案を策定する事が
NBミーティングで決定した際、提
案・提言のとりまとめ方や情報発信
の検討を行い共有化を図る事がで
きた。合わせて定例会参加者からそ
れぞれの興味の視点から具体的な
取組み提案もなされ、次年度当初の
スムーズな活動のスタートが可能
となった 

・定例会で会員種別の追加の承認を受
け、各会員へ個別に会員種別の意向
確認を行い、実態整理ができた 

・今年度は議論の共有化が図られ分野ごとに分かれ
て議論する必要は無かったが、参加者によっては
興味の思い入れが強く合意が難しい事もあるた
め、会議の進め方など今後も継続して組織の基礎
固めについて議論を行い、充分に機能できるよう
にしていく必要がある 
・会員自ら提案された取組み案を実施する事で、充
実感が得られるものと考えられるが、NBミーティ
ングが主体的に実施できる体制の構築が必要とな
る 
・定例会で承認は受けたが、会則の変更は保留とな
っているため、会員の種別の追記と合わせて、役
員の任期の見直しや事務局の所管課名称変更を図
る必要がある 
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項目（平成28年度調査） 平成28年度調査で挙げられていた課題・方向性 平成29年度の取組み方針 本調査における成果 今後の課題 

市
 
に
係
る
事
項 

N
B
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 

会の活動 ・跡地利用計画策定に向けた取組みへの理解や計
画に対する具体的な意見を提案するなど今後は
「計画」「学習」分野の時間を増やし、知識の積
み上げを行う 

・市 の関 事を把握し、
取組みや検討等によっ
て学んだ事を市 へ情
報発信する 

・軍用地跡地利用の先進事例として那覇新都
心地域の周辺住 との意 交換を通して、
跡地開発による周辺住 への影響を学習
した。その結果をNBミーティング自ら「ま
ちづくりゆんたくセッション」及び「まち
未来だより」を通して情報発信する事がで
きた 

・市 の知りたいことに留意しながら知識の積み上
げを行い、習得した内容を市 へ発信していく 

一
般
市
民
 

過去と未来の語り場 
 

・今年度のイベントとして、「過去と未来の語り
場」を実施したが、イベント終了後のアンケー
トでは「定期的に継続して企画してほしい」「13
字へと繋げてほしい」と継続の検討 

・組織の基礎固めと活動の
方向性の共有化を図る 

・跡地開発に伴う周辺住 への影響を学ぶた
めにNBミーティングとして、那覇新都心
地域周辺住 との意 交換会を実施する
ことを決めた 

・「過去と未来の語り場」の継続の検討や「地域団体
向け出前 PR」実施について保留となっているた
め、年間の活動テーマに沿った活動なのか精査し
今後の実施を検討していく必要がある 

NBMまちづくり分科会 
 

・会としても内容を事前に理解した上で臨む必要
がある事から、会の主体性を向上させていくた
めの取組みの１つとしても期待できる。また、
同じ市 の 場から説明を う事で、更なる跡
地利用計画に対する関心啓発や跡地利用に繋が
る意見収集を促す可能性が期待できる 
・効率的な実施体制の検討 

・対外的な取組みにおける
NB ミーティングの主体
性の向上と市 への関
心の啓発を図る 

・「まちづくりゆんたくセッション」を開催
し、その中で本年度のNBミーティング自
らで活動報告を通して、市 へ跡地利 の
関心を促した 

・年度目標に合わせたイベント内容の設定が
出来たため結果が NB ミーティングの成果
にそのまま繋げられた 
・今回のワークショップは複雑ではあるが、
Google Mapによる説明やレゴブロック、
配置方針図シート（トレーシングペーパー）
などを活用し、作業に参加しやすい雰囲気
を作る事ができた。その為、今回初めて跡
地利用計画について知ったという参加者か
らも積極的な発言が見られた 

・会員の参加が少なかったため、次年度は早期に日
程を固め会員のスケジュールを確保し、実施する
際の役割分担を決める等、実施体制の構築を行う
必要がある 
・一般参加者や学生についても年々減少傾向にある
ため、参加者のターゲットを「親子」に絞り、大
人も子供も楽しめる企画について検討を行う必要
がある 

・NBミーティングから跡地利用を考えるための説明
を った事で市 の共感も得られたため、今後更
に市 の関 事を探し、伝えていく必要がある 

児童・生徒絵画コンクール 
― ― 

・普天間飛行場返還後のまちづくりに向け
て、将来を担う小中学校の児童・生徒が夢
のある宜野湾の未来を考えるきっかけづく
りができた 

・今後も子供が興味を持ちやすい取組みを継続的に
実施し、まちづくりの醸成を図り、将来まちづく
りの主人公となる人材の育成を行っていく必要が
ある 

情
報
発
信
 

ふるさとの発行 ・時期を捉えた的確な情報発信を継続して行う
・分かりやすさの工夫、親しみやすさ等含めて継
続して検討 

・適切な時期に、分かりや
すさを重視して発行す
る 

・現時点における合意形成活動の取組み情報
を提供できた 

・時期を捉えた的確な情報発信を継続して行う
・見易さ及び分かりやすさの工夫など、継続して検
討していく必要がある 

まち未来だよりの発行 ・継続した発行を行うとともに、情報誌を通じた
イベント開催案内や活動結果報告を い、市 
の参加・協力を促す 

・適切な時期に、分かりや
すさを重視して発行す
る 

・跡地利用に向けた取組みに関する情報を提
供できた 

・今後も継続して発行していく必要がある
・情報誌を通じた各種活動の開催案内や活動結果報
告等を い、市 の参加、協 を促していく事が
求められる 

ホームページ更新 ・情報発信の継続、分かりやすさを重視した見せ
方の工夫等 

・分かりやすさを重視した
見せ方とする 

・幅広い情報提供に繋がった ・継続して実施する必要がある
・分かりやすさを重視した見せ方の工夫等について
今後も検討が必要である 

評
価
及
び
検
証
 

懇話会の開催 ・合意形成活動に係る継続した議論を実施する ・懇話会の場で、若手の会
及びＮＢミーティング
両組織の会の進め方に
対して、ある一定の方向
性を出し、結果を両組織
にフィードバックする 

・懇話会と若手の会、ＮＢミーティング両組
織間でのフィードバックができ、共通認識
を持ちながら合意形成活動に係る議論を実
施する事ができた 

・合意形成活動に係る継続した議論を実施していく
必要がある 

・若 の会、ＮＢミーティング両組織の成 度合
いと跡地利用計画策定時期を鑑み、しかるべき
時期に、（仮）ゆめ会議設立に向けた取組みを進
める 

－ － 

・今後、しかるべき時期に検討する
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【次年度以降の活動内容（案）】 

前述した今後の課題の解決に向け、「地権者」、「市 」、「情報発信」、「評価及び検証の場」
のそれぞれに対して、下記の考え方に従って次年度以降の合意形成活動を進めていく事が望
ましいと考える。 
 

①地権者に係る取組み 

一般地権者に対する情報提供及び直接的な対話の場、若手の会の考えの発表の場として、
字別意見交換会を継続して実施する。 
字別意見交換会の開催にあたっては、公 館等 規模な会場での開催を念頭に置いて、 

テーブル形式での意見交換を行う事を想定しておく。また、事前の周知方法についても繰り
返し発信するなど、事前の充分な広報活動を行う必要がある。合わせて、資料についても初
参加の地権者でも理解しやすいよう、内容についても工夫しておく。 
若手の会に関しては、定例会活動に加え、自主活動として地主会との連携強化方策や、若

手の会の組織体制及び拡大のための取組み方策等について検討を進めていくと共に、各字を
訪れての意見交換会実施に向けて取り組んでいく。 
地主会未加入者への対応については、後述するふるさとの発行やホームページ等、情報を

継続して発信する必要がある。 

活動内容（案） 

・字別意見交換会の開催 
・若手の会定例会活動支援 

 

②市民に係る取組み 

NBミーティングが主体となり、普天間  場返還後の跡地利 に繋がる市 の声を集め
るイベントを実施し、市 の跡地利 に対する意向醸成や情報発信を う。 
また、本年度から行っている市内各種団体との意見交換を定例会で行い、意見収集や新規

会員獲得に繋げていく。 

活動内容（案） 

・跡地利 のまちづくりに繋がる市 の声集めイベント（親子が楽しめる企画等） 
・市内各種団体との意見交換の実施 
・ＮＢミーティング定例会活動支援  
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③情報発信に係る取組み 

地主会未加 者や市 等に対し、跡地利用計画及び意向醸成活動に関する情報を継続して
発信、情報提供を行う。その際、跡地利用計画の進捗状況等を鑑みて適切な時期に発行して
いく事に留意する。 

活動内容（案） 

・地権者支援情報誌「ふるさと」の発行 
・まち未来だよりの発行 
・宜野湾市ホームページの更新 

 

④評価及び検証の場に係る取組み 

今後も引き続き合意形成活動に係る継続した議論を行う場として、懇話会を開催する。 
議題及び進め方については、これまで通り若手の会及びNBミーティングの抱える課題に

対する意見交換及びフィードバックを行う事と合わせ、跡地利用計画（素案）の策定状況に
応じて懇話会メンバーを随時増員させるなど、柔軟な対応を行うものとする。 

活動内容（案） 

・懇話会の開催 
 

⑤先進地視察会の実施 

上記① ④に加え、地権者側の組織である若手の会、市 側の組織であるNBミーティン
グ両組織に対し、まちづくり先進情報の収集、蓄積並びに議論の深化を図ると共に組織間の
連携強化を図るため、継続して先進地視察会を実施する。 
若手の会に関しては今年度も新メンバーが参加している事から、若い世代及び新規会員を

中心として視察メンバーを構成するよう留意する事が望ましい。また、過去の視察会の知識
を事前に学習した上で実施し、視察会終了後は跡地利用計画にどう活かせるかを考えて両組
織でフィードバックを行う事により、より効果的な知識習得に繋げていくものとする。 
合わせて、可能ならば視察会の中で合同勉強会を開催する事も視野に入れて視察テーマや

候補地を検討する事が望ましい。 
なお、今年度の視察では視察参加者全員に対し、視察先でのレポート作成を行った事から、

記憶が新鮮な状態で各自の感想や跡地利用計画への活かし方等を把握・整理する事ができた
ため。そのため、今後も継続して視察先でのレポート作成を行う事が望ましい。 

活動内容（案） 

・先進地視察会の実施 
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